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国際農業機械化研究会は，㈱新農林社と共催で，第 457 回海外農機事情報告会を平成 24 年
10 月 23 日（火）に開催した。講師は，生研センター　農業機械化研究所　野菜収穫工学研究
員　青木循氏。青木氏は，2012 年５月９～ 17日にかけてフランスおよびイタリアの農業関係
研究機関，農業機械メーカーを訪問し，南欧における野菜・果樹機械の最先端技術を調査して
きた。その概要について映像と共に紹介した。
要旨は以下の通りである。

南欧の野菜・果樹機械
（独）農業・食品産業技術総合研究機構　
生物系特定産業技術研究支援センター　農業機械化研究所
園芸工学研究部　野菜収穫工学研究　研究員　青木循

はじめに

ヨーロッパにおける園芸用機械開発に関する知見
を得るため，EU最大の農業生産額を誇るフランス
および EU第３位の農業生産額であるイタリアの農
業関係研究機関，農業機械メーカーを訪問し，南欧
における野菜・果樹機械の最先端技術を調査したの
でその概要を紹介する。

訪問先とその概要

１）IRSTEA（National Research Institute of 
Science and Technology for Environment 
and Agriculture） 訪問
IRSTEAは，1981 年に Cemagref（the National 

Centre of Agricultural Machinery, Agricultural 
Engineering, and Water and Forests）という名称
で設立されたナショナルセンターで，30 周年を迎
えた 2011 年 11 月に名称変更を行なった。こちら
では，まず，会議室で情報交換を行い，散布システ
ムの農業環境評価について紹介があった。現在，フ
ランスでは 2018 年までに農薬使用量を半減させる
プロジェクト（ECOPHYTO 2018）が進められて
おり，対象作物に付着せずに大気中や土壌へ飛散し
てしまう農薬量の低減や生産者の操作に由来する余
分な農薬使用量の削減を目指しているということで
あった。また，実験施設において，ノズル液滴の粒
径分布測定装置（図１）や大型の風洞試験装置，ブー
ムスプレーヤのスプレー分布測定装置，バナナの防
除機（図２），蚊の防除機などを見学した。

２）INRA（French National Institute for 
Agricultural Research）訪問
INRA は 1946 年に設立された国立の農業研究所

で，農業，食品，栄養，食品安全，環境，土地管理
など，特に「持続可能な開発」を重視した研究を行
なっている。こちらでは，果樹の枝径をセンサで測
定し，水分管理を行うシステムを見学した。枝径を

訪問先 都市名 (国)
IRSTEA ﾓﾝペﾘｴ (ﾌﾗﾝｽ)
INRA ｱヴｪﾆｮﾝ (ﾌﾗﾝｽ)

PELLENC 社 ペﾙﾃｭｲ (ﾌﾗﾝｽ)
MONRAIL 社 ｵｰﾇ (ｲﾀﾘｱ)
HORTECH 社 パドヴｧ (ｲﾀﾘｱ)


